
Group 4 『思考スキルを育む』授業実践 

 

1．概要 

 「カタラーゼの活性」をテーマに、生物 SL・HL（CR25）の生徒を対象に行った。テーマはクラ

スで共通だが、RQ および変数（独立変数、従属変数、制御変数）の設定はグループごとに行った。 

 本授業は Pre-IA として位置づけ、次の 2 つの思考スキルを育むことを主眼に置いた。 

① RQ の質を高める 

･･･生物学の研究を計画するには、焦点を絞った研究課題が必要である。良い問いであるために

は、どのような基準を満たすべきか。 

② データ処理を見据えて従属変数の測定方法を決定する 

･･･データ処理とは、生データを解釈しやすい形に変換すること、および統計学的検定によって

データ間の有意差の有無を示すことである。測定方法によって測定値の「質」は変化するのか、

統計学的検定を行うためにはどのような条件を満たすべきか。 

 

2．生徒の取り組みと教員の働きかけ 

〔生徒の取り組み〕 

① RQ の質を高める 

 先行研究のリサーチに基づいて問いのデザインを試みていた。研究背景も生徒の興味・関心に

結びつけられていた。一方で、以下の課題が見られた。 

・問いが思いつきである（例：先行研究と生物種を変えたが、なぜその生物種を扱うことに決め

たのかは不明である）。 

・独立変数が定量的ではない（例：冷やす時間を変える）。 

② データ処理を見据えて従属変数の測定方法を決定する 

 スチューデントの t 検定を使う場合の試行回数は 5 回以上でなければならないなど、統計学的

検定の基礎知識が定着していた。過去の実験（あるいは過去の失敗）を参考に検討を進めてい

た。一方で、以下の課題が見られた。 

・先行研究のリサーチの視野が狭い（例：自分たちと同じ文脈での研究報告がないため決められ

ないという誤解）。 

・教科書に記載されている手法を安易に採用する（例：酸素を水上置換で捕集する） 

〔教員の働きかけ〕 

・研究計画書に基づいて、個別のディスカッションおよびクラス全体への指導を適宜行う。 

・主張に根拠（つながり）があるか、各変数を定量的および定性的に扱っているかなど、生徒が

見落としがちな点を振り返るように促す。 

  



3．研究計画書に基づいたやり取りの例 

〔研究計画書提出時〕カプサイシンの濃度を独立変数に設定しているが、水に難溶性のため実験がで

きないかもしれないと行き詰まっていた（下図①）。 

〔教員の働きかけ〕動物細胞を用いた先行研究ではどのような手法が用いられていたのだろうか、

と問いかける（下図②を踏まえた助言）。 

〔生徒の反応〕カプサイシンが酢に可溶性であることに気づく（下図③）。先行研究に基づいて研究

を設計することの重要性を認識する。 
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